
【実情】女性の正規雇用率は35.2％で、全国に比べて低い数値となっている。
一方でパートアルバイトは44.5％と全国平均よりも高い。人手不足が叫ばれ
るなかで、多様な働き方で女性の力を活かすことが必要不可欠である。
【課題】市民意識調査において「男性は仕事・女性は家事」といった回答が3
割を占めるなど旧来型の職業意識もあり女性の社会進出の弊害となってい
る。このことから女性の再就職支援及び継続就業支援を推進していくことに
加え、女性が自ら職を創り出すことや、時間や場所にとらわれずに働ける環
境を整え、広げていく必要がある。

地域の実情と課題

・群馬県（労働政策課、ぐんま男女共同参画センター）
・【太田市労政対策推進協議会】

（太田商工会議所、太田公共職業安定所、太田市）
・一般社団法人ジョブラボぐんま
・ＮＰＯ法人キッズバレイ
・一般社団法人なでしこ未来塾

連携団体

【ママ就労支援ロボットプログラミング事業】
〇開業を前向きに考えている受講生のフォローなど今後の展開を注視していく。
【就労相談プラットフォーム事業】
○個人事業主として役立つセミナーの人気があったことから、今後も新しい働き
方へのサポートが必要である。
【健康管理講座（オンラインヨガ）】
○より多くの方に継続的に実施できる健康管理講座を受講してもらうことで、健
康意識や社会とのつながりを持ってもらえるようにする。

今後の課題

【ママ就労支援ロボットプログラミング事業】
〇開業を前向きに考えている受講生を育てることができた。
【就労相談プラットフォーム事業】
○就労支援セミナーでは「個人事業主のためのSNS活用講座」が人気となるな
ど、新しい働き方への需要があることが分かった。
【健康管理講座（オンラインヨガ）】
○自宅に籠りがちになるなかで、オンラインを通して、体を動かし健康管理を図
ることができた。

事業の効果

太田女性活躍推進事業【太田市】

【目的】女性活躍推進計画に基づき自ら仕事を創ること、及び多様な働き
方の推進の３つをコンセプトとして実施した。
①ママ就労支援ロボットプログラミング教室説明会参加者数
【目標】20人【実績】9人
②就労相談プラットフォーム事業イベント参加者数
【目標】50人【実績】94人

目的・目標

【ママ就労支援ロボットプログラミング事業】
○ロボットプログラミング教室のフランチャイズ事業により新しい付加価値があり、
将来性のあるロボットプログラミング教室を運営できる人材を育成した。
【就労相談プラットフォーム事業】
○コワーキングスペースを活用して、週1回就労相談及び就労支援セミナーを実
施し、就職へのアドバイスや個人事業主として役立つ情報を提供した。
【健康管理講座（オンラインヨガ）】
○継続的に個人できるような内容のヨガ講座をオンラインで開催した。なお、講
師には本市の女性起業塾受講生であった女性を起用した。

事業の特徴



事業の概要

ママ就労支援
ロボットプログラミング事業 講座 実施日 参加者人

数

ロボットプログラミ

ング教室フランチャ

イズ事業説明会

2020年6月24日（水）～8月18日（火）
※オンラインで個別に実施。

9名

指導者育成会

2020年7月29日（水）～2021年2月12日（金）
※オンラインで個別に実施 3名



事業の概要

就労相談プラットフォーム事業

項目 実施期間 実施回数 参加者数

就労支援セミナー 2020年5月～2021年2月 34回 77名

就労相談 2020年5月～2021年2月 17件 のべ17名


